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硬 司抄 砂

子 どもの権 利 条約が 匝一連で採択 されてか ら 19 9 9 年 1 1 月で、 10 fF が

過ぎ ま した 。 こ の 10 年 間 で 子 ど もの 権 利 実 現 は どれ く らい 進 ん だ で し

ょ うか 。 ど の よ う な 前 進 が あ り、 どの よ う な課 題 が 残 され て い る の で

し ょ うか 。 分 科 会 な どの 意 見 交 換 を通 じて 、 こ う した 子 ど もた ち の 現

状と取 り組 み の 成 果 が 確 認 され て い っ た と恩 い ます 。

また 、 今 回 の フ ォー ラ ム で は 、「国 ・ 自治 体 ・ N G O の対 話 とパ ー ト

ナー シ ッ プ」 を 全 体 テ ー マ と して 掲 げ ま した 。 これ ま で 私 た ち は、 と

かく国 や 自治 体 の 取 り組 み に 対 して 批 判 した り、 注 文 を け1 した り、 結

局の と こ ろ ‘‘お 上 に頼 る ” 傾 向 が あ っ た と思 い ます が 、 この 1 0 年 で

その よ う な発 想 が 克服 され 、 市 民 ・ N G O も徐 々 に 成 長 して きた と 思

います 。 行 政 に 頼 る こ とな く 民 間 と して 果 た す 社 会 的 役 割 を 自覚 し、

子どもの権利実 現の ため に国や 自治体 と分 担で きる力 量 を備 えつ つ

あり ま す 。

シ ンポ ジ ウ ム の 中 で も、 各 分 科 会 の 交 流 の 中 で も、 10 周 年 に ふ さ わ

し く、「対 話 とパ ー トナ ー シ ッ プ」が確 実 に 進 み 出 した と感 じて い ます 。

子どもの権利条約 フ ォー ラム実行 委貝全

委員長 喜 多 明 人

子どもの権利条約フォーラムの趣旨

①日本 にお ける子 どもの 問題に取 り組む人 々 と、海外 における

子どもの問題に取り組む人々の現状報告および意見交換。

②子ども同士の交流、子どもとおとなの意見交換。

③条約のより実効ある実施のための国・自治体関係者との建設的対話。

④条約を共通の基準に日本と世界の子どもの権利水準の検証。

⑤条約の趣旨や規定の普及。
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プロ グ ラ ム・ も く じ

1 日目 1 1 月 2 7 日（土 ）

1 3 ：00

1 4 ：3 0

1 4 ：3 0

1 8 ：00

オープニ ングプログ ラム

①出 会 い の セ ッ シ ョン

（ む開 会 あ い さつ

③オ ー プ ニ ング ・ セ レモ ニ ー

シンポジ ウム

「 子 ど も た ち の S O S を 受 け とめ て」

子どもアク シ ョン広場

交流 会

2 日 目 1 1 月 2 8 日（日）

1 0 ：00 課題 別分科 会 （～ 15幻0 ）

第1 分科会

第2 分科会

第3 分科会

第4 分科会

第5 分科会

第6 分科会

第7 分科会

第8 分科会

第9 分科会

第10分科会

1 5 ：15

…‥・…・…・‥… ‥ ‥‥‥… ‥… ‥… ‥‥‥‥… …・ … ‥ 3
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「 子どもの声が世界を変える」

「 活動 するア ジアの 子どもたち」

「 子どもの人権をはばむもの」

「 子どもがかける電話」

「 学校での子ども参加」

「 喫茶 シュー レ」

「 C A P （キ ャップ）プログラム」

「 演劇的 ワーク シ ョップ」

「 子 どもの権 利条約入 門講 座ワー クシ ョップ」

「 ラ ウン ドテー ブル・ トーク」（午後のみ）

全体 会

（ 彰各分科 会か らの報告

②参加 団体 か らの メ ッセー ジ

（ 彰閉 会 の こ とば

アンケ ー ト結 果 か ら

フ ォー ラ ム 賛 同 者 か らの メ ッセ ー ジ

フォー ラム賛 同団体・ 協賛 団体

フォー ラ ム賛 同 個 人
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出会 いの セ ッ シ ョ ン 進行 ：浜 田 さん

出会 い の セ ッ シ ョン お互 い に 自己紹 介

プロ グ ラム ・ も く じ

アメ リ カ か らの ゲ ス トの あ い さ つ － C  E の

子ど も記 者 た ち

子ど もの権 利 条約 10 周 年記 念 合唱 組 曲 「ボ ク た ちの さ

がしもの」 を合唱 す る制 作 ・ 制 作 上演 委 員会 の みな さん

轟草津



シンポ ジ ウ ム

「 子どもの S O S を受けとめて」

進行

①子 ども・保 護者等か らの相談 をめ ぐって

報 告 1 ＝竹【F 典行 さん （文 部省生涯学 習局青少

年教育課長）

－ 「全 国子 ど もプ ラ ン」 と くに子 ど も ・

親の相談体制 な どについて

報 告 2 ＝星 野 弥 生 さん （せ た が や チ ャイ ル ドラ

イ ン ）

－ チ ャ イ ル ドラ イ ン の取 り組 み か ら

見 え て き た もの

②子 ど も オ ンブ ズ パ ー ソ ンに つ い て

報 告 3 ＝堀 正嗣 さん （川 西市 「子 どもの人権

オ ンブ ズ パ ー ソ ン」）

－ 「子 ど もの 人 権 オ ンブ ズ パ ー ソ ン条 例 」 の

実 施状況や課題 な ど

報告 4 ＝吉 田恒雄 さん （東京都 子 ど もの権 利擁

護 委員会委員長 ）

一 束京都 子 どもの権利擁護委 員会 の

取 り組み と今後 の展 望 な ど

報 告 5 ＝山 田牧 子 さん （「子 ど もの権 利」市 民

オ ンブ ズ マ ン）

一 愛知 にお ける子 どもの権利救 済の

取 り組 み か ら

報告

い じめ・ 体 罰 ・ 虐 待 な ど子 ど も を取 り巻 く環 境

が年 々厳 し さ を増 す 中 、 子 ど もの S O S を受 け 止

め、救 済の手 をさ しのべ るため に、様 々 な活動 が

展開 さ れ て い ます 。 今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム で は 、

国・ 自治体・ 民 間で子 ど もの権利救 済活動 に携 わ

る方 々にお話 を伺 い、救済 活動の今後 の課題 につ

いて検 討 が な さ れ ま した 。 以 下 、 ポ イ ン トを列 挙

5
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参
加
者

の
み
な
さ
ん

し なが ら、 シ ン ポ ジ ス トの 意 見 も合 わ せ て 紹 介 し

ます 。

1 ．子 どもの視点 か らの救済

チ ャ イ ル ドラ イ ン （電 話 相 談 ） の 活 動 で 重 要 な

のが 、 子 ど もに 寄 り添 っ て 話 を 聞 く姿 勢 で す 。 電

話相 談 は今 まで に もあ り ま したが 、 そ の 多 くは 子

ど もに と っ て か け に くい もの で した 。 そ れ で は せ

っか くの 子 ど も救 済 活動 が 無 意 味 に な ります 。 い

かに子 ど もの視 点か ら、子 ど もに寄 り添 った救 済

をす る か が 鍵 と な りま す 。 せ たが や チ ャ イ ル ドラ

インの 星 野 弥 生 さ ん は 、「 子 ど も は何 か を 相 談 し

て解 決 を求 め る よ り も まず 、 何 で もい い か ら気 楽

に話 を 聞 い て も ら い た い の だ 」 と い い ます 。 子 ど

もの視 点 か ら、 まず 子 ど もの 話 を 開 く姿 勢 の 大 切

さが うか が え ます 。

2 ．子どもの権利に対する大人の意識改革

国・ 自治体・ 民 間が それぞれ子 ど も救 済活動 を

して も、周囲 の大 人 に子 どもの権利へ の理解が な

けれ ば、子 ど もの権 利侵害 は な くな りません。東

京都子 どもの権利擁 護委 員会委員長 の吉 肝 匝雄 さ

んか らは さらに、救 済活動 の実際の場面 において、

「 行 政 に子 ど もの権 利 に対 す る認 識 が なけ れ ば、

実質 的な調査協力 は望めず、 結果 と して実効性 の

ある救 済 活 動 は で きな い」こ とが指 摘 され ま した。

子ど も の 権 利 ・ オ ンブ ズ パ ー ソ ンに 関 して周 囲 の

大人 の み な らず 教 育 行 政 内 に お い て も、 コ ンセ ン

サス を取 る こ とが 大 切 です 。

3 ．オ ンブズパ ーソン制度の独立性

兵庫県川 西市 で制定 され た「川西市子 どもの人



シンポ ジ ウ ム

「 子 どもの S O S を受けとめて」
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権オ ンプ ズ パ ー ソ ン条 例 」 は 、 オ ン プ ズパ ー ソ ン

の①独立性・ 第三者性 ②調査・勧告・公表権

限が あ る こ と ③ 市 は オ ンブ ズ パ ー ソ ンの調 査 に

協力 す る 義 務 が あ る こ と を 明 示 して い る大 変 画

期的 な もの で す 。 川 西 市 子 ど もの 人 権 オ ンブ ズ パ

ーソ ンの 堀 正 嗣 さ ん か らは 、「オ ンブ ズ パ ー ソ ン

の独立性 は、子 ども達 の相談 内容の秘密 を遵 守す

るこ とを 意 味 し、 そ れ に よ っ て 、 子 ど も達 が 安 心

して 相 談 で き る制 度 と な っ て い る」 こ とが 指 摘 さ

れま し た 。

4 ．学校の事無かれ主義からの脱却

学校 において、本 来子 どもを守る立場 にある教

師が生徒 に体 罰 を振 る うとい った子 どもの権利 侵

害の事 例 が 、 最 近 マ ス コ ミ報 道 な どで 多 く取 り上

げられ る よ うに な り ま した 。 愛 知 県 で 「子 ど もの

権利 」 市 民 オ ンブ ズ マ ン活 動 を して い る 山 田牧 子

さんによれば、 教師 に よる体罰 問題 を学校へ 訴え

るこ と は と て も困 難 な の が 現 状 で、 組 織 ぐるみ で

体罰の事実 を隠そ う とす る学校、 こ と校長の事 無

かれ主義的な体 質が、子 どもの権利救 済の道 を阻

んで い る との こ と で した 。

5 ．全国 こどもプランで地域の協力体制を

司
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文 部 省 は、「全 国 子 ど も プ ラ ン」 の 一 貫 と して

行って いる 24 時 間 電話相 談 活動 を、 地域 で ボ ラ

ンテ ィ ア を募 り地 域 と協 力 して 全 都 道 府 県 に 設 置

する こ と を 目指 し て い ます 。 文 部 省 生 涯 学 習 局 青

少年教育 課 長の竹 下典 行 さん は、「地域 の教育 力

に着 目 し、 地 域 で 子 ど もの た め に 活動 した い 人 々

を受 け 入 れ て い け る よ うな 受 け皿 づ く りを して い

きた い 」 と し、 地 域 との 協 力 体 制 を志 向 して い る

ことが 述 べ られ ま した 。

6 ．国・ 自治体・民間の連携 をめ ざ して

9 0 年 代 に 入 り、 国 を は じめ 、 自 治 体 、 民 間 そ

れぞれが具体 的な子 ど もの権利救済 シス テムを模

索しは じめ、三者 の信頼 関係・ 協力体 制の重 要性

を実 感す るに至 ってい ます 。機が熟 しつつ ある今

こそ、三者が議 論で きる場 を設 け、 それぞれ の独

立性 を保 ちなが ら、各 々の得意分野 で最善 を尽 く

すこ とが 求 め られ て い る と い え ま す 。

シ ンポ ジ ウ ム は盛 会 の う ち に 終 了 し ま した 。 参

加者へ 最新の情報 を掟 供で きた点 に加 え、国・ 自

治体・ 民 間 をそ れ ぞ れ代 表 した シ ン ポ ジス ト閉 で

意見 の交流がで きた点で も、大変有意義 な シ ンポ

ジウ ム で した 。

（記録 ：内 田塔 子）

シ

ン
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ム
全

景
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子ど も ア ク シ ョン広 場

子どもアクシ ョン広場

司会 ：山田奈 津帆さん

（子どもの権利条約ネ ッ トワーク、高校 2 年生 ）

子 どもの権利条約 フ ォー ラム一 日目、ハ十 人

以上の 子ども達 が参 加 した子 どもア クシ ョン広

場の様 子を報告 します。

＜『自由な時間にな にを してい ますか』 ＞

日本 全 国 か ら集 ま っ た た く さん の 子 ど も ・ お と

な。 初 め て会 う人 ば か りの 会場 で 、 不 安 そ う な 顔

も見 うけ られ ます 。 そ こ で 、 は じめ に心 と体 を ほ

ぐ して 話 し合 い の で き る雰 囲 気 づ く りを 行 い ま し

た。

「 ジ ャ ン ケ ン ボ ン ！あ っ ち む い て ホ イ ！」 負 け た

人は勝 っ た 人 の後 ろ に 着 い て い き ます 。 これ を繰

り返 して 行 く と列 は どん どん 長 く な り、 最 後 に残

った 二 人 は み ん な に 注 目 され な が ら勝 負 し ま し

た。 次 に 受 け付 け で 配 られ た 名 前 カ ー ドに あ らか

じめ 書 い て あ っ た マ ー ク を使 っ て の ア ク テ ィ ビ テ

ィで す 。 同 じマ ー ク を持 っ て い る は会 場 の 中 で た

ったの 四人だ け。 その四 人 を探 すの です が、「私

は～ マ ー クの ～ と 申 し ま す 。」 と 自 己紹 介 を しな

がら行 い ます。す ぐに四人が 見つか った人。 なか

なか 見 つ か ら な くて 困 って し まっ た 人 。 ペ ー ス は

さま ざ ま で した が な ん と か グ ル ー プ が で き ま し

た。

い よ い よ 山 田 さん の 軽 快 な司 会 の も と話 し合 い

に突 入 で す 。 テ ー マ は F自 由 な時 間 に何 を して い

ます か 』 とい う もの 。 フ ィ リピ ンか らの 参 加 者 の

「 週 末 の 自 由 な 時 間 は 友 達 と ビー チ に 行 き ます 」

とい う答 え に 日本 側 か らは た め 息 が 。 自 由 時 間 に

やっている 「なぞ なぞ」や 「遊 び」 を紹介 して い

るグ ル ー プ も あ り ま し た 。

＜ 活動紹介＞

三＿三十分の休憩時 問を使 って 各子 ども団体 の活動
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紹介 が出店方式 で行われ ま した。模造 紙 に写真 や

イラ ス トを添 え て活 動 を ア ピー ル。 また 、 川 西 市

子ど も人 権 フ ォー ラム は お 手 製 の 「校 則 」 に 関す

るア ンケ ー トを配 布 し ま した 。 この 時 問 を使 っ て

海外 か ら来 た 子 ど も達 と話 しを した い ！とい う 日

本の子 ども達が恥ず か しが りなが らも片 言の英語

で話 しか け て い る様 子 も見 う け られ ま した 。 参 加

団体 は、 大阪 自由学校 、川崎子 ども夢共和 国、川

西市 人権 フ ォー ラ ム 、 子 ど もの権 利 条 約 ネ ッ トワ

ーク 、 束 京 シ ュ ー レ、 チ ル ド レ ンズ・エ クス プ レ

ス（ C E ）、 ナ マ ス カ ー ラ 、 フ リ ー ・ザ ・チ ル ド レ

ン・ジ ャパ ン （F T C J ）、 福 岡子 ど も会 議 な どで

日本 各 地 か ら来 た 子 ど も達 が 日頃 の 活 動 を紹 介 し

まし た 。

「
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子ど も ア ク シ ョン広 場

子どもアクシ ョン広場

＜ 午後 4 時 3 0 分～午後 5 時 3 0 分 ：折 り琴

を折 ろ う ！＞

後 半 は み ん なで 鶴 を 折 りま した。 司 会 か らの 説

明 に よる と、① 折 り鶴 は 平 和 の 象 徴 で あ り、 ② 昔

は 自由 な 時 間 に した で あ ろ う折 り紙 も今 で は きち

ん と鶴 を 祈 れ な い と 言 う 人 が 多 く な っ て し ま っ

た。二一世紀 を目前 に控 えた今、平和へ の願 い と

未 来 へ 残 した い 文 化 と して 鶴 を折 ろ う、 と い う こ

とで した。 色 と りど りの 折 り紙 か ら折 られ た鶴 は

とて もきれ い で す 。 海 外 か ら来 た子 ど も達 に は グ

ルー プのほ かの子 ども通 が教 えて あげ てい ます 。

二 十 羽 折 れ た グ ル ー プ は、 順 番 に糸 を通 して も ら

い ます 。 そ れ が で き る とス タ ッ フが 用 意 した 巨 大

鶴に願い事 を書 きこみ ま した。今年 は条約採 択十

周年 、 国 内 発 効 五 年 とい う年 に あ た り ます が 子 ど

もを と り ま く状 況 に は 未 だ に解 決 され るべ き課 題

が 多 くあ ります 。 そ の 「課 題 」 が 未 来 に は 「解 決

済み 」 の もの に な る よ う に願 い を 込 め て メ ッセ ー

ジが 善 か れ ま した 。 鶴 に は 「世 界 が 平 和 に な りま

すよ う に 」「 子 ど も の 権 利 を も っ と も っ と い ろ ん

な人 に知 っ て も ら い た い」 や 「来 年 も フ ォー ラム

に参 加 で き ます よ う に」 な ど と善 か れ て あ り ま し

た。 最 後 に、 こ の 鶴 は来 年 の フ ォ ー ラム で 展 示 す

るこ とが 確 認 さ れ ま した 。

＜ お わ りに ＞

今 年 の ア ク シ ョ ン広 場 で 、 これ ま で の よ う に

「 校則」 や 「い じめ」 な どあ る特 定の テー マ設定

を敢 えて行 わ なか ったの は、 海外 か ら参加 す る子

ども、学 校 に 行 って い る ナ ど も、不 登 校 の 子 ど も、

今回 初 め て 参 加 した 子 ど も も お とな もす べ てが 話

し合 い に参 加 で き る 内 容 は な に か を ネ ッ トワ ー ク

の高校生が 中心 に なって考 えた結 果で した。 もち

ろん 、 特 定 の 問 題 につ い て 話 し合 う こ と も重 要 で

すが 、「自 由 な 時 間 に 何 を して い ま す か 」 と い う

問い は思 いが けず深 い意味 を含 んでいたので はな

いで し ょ う か 。「［】本 の 子 ど もた ち は 勉 強 ば か り

して る って 聞 い て た け ど、 本 当 は僕 達 と同 じ よ う

に遊 んで いるん だね。」 と言 ったの は海外 か ら来

た子 ど も で し た 。 マ ス コ ミ に よ る ス テ レ オ タ イ プ

な情 報 か ら解 き放 た れ て 、 子 ど も 自身 が 真 実 を垣

間見 た 瞬 間 だ っ た か も しれ ませ ん。 一 方 で 「 自 由

な時 間 は ボ ー つ と して い た い 」 と い う答 え に表 さ

れた 子 ど も達 を取 り巻 く環 境 に つ い て 私 達 は これ

から も考 えて 行 く必 要 が あ る の で は な い で し ょう

か。 従 来 と は ち ょっ と違 っ た ア ク シ ョ ン広 場 で し

たが、終 始笑 いの絶 え ない楽 しい内容 になったの

では な い か と思 い ます 。

（記録 ：安部芳絵）
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第1 分科会

「 子どもの声が世界を変える」
K id s－vo ic e s c a n c h a n g e the w o「ld ．

一日本 、 アメ リカで活 動 してい る

子 どもたちの意見交換 －

＜ 企画運営団体 ：子 どもの権利条約ネ ッ トワーク＞

司会 ：

大井 和 （高校 2 年 、子 どもの権利 条約 ネ ッ ト

ワ ー ク ）

山田奈津帆 （高校 2 年、子 どもの権利 条約 ネ ッ ト

ワ ー ク ）

安部 芳絵 （大学院生、子 どもの権利 条約 ネ ッ ト

ワ ー ク ）

報告 者 ：日本 の 子 ど もか ら

山口正人

飯塚信吾

石井花票

田森紀士

歌方由美

戸田雅子

高梨章宏

（ 高校 2 年、

あ ん 」）

（ 中学 3 年、

（ 中学 3 年、

（ 中学 3 年、

（ 中学 1 年、

（ 小学 6 年、

（ 小学 5 年、

町田市 子 ど も セ ン ター 「ば

川崎 子 ど も

川崎 子 ど も

川崎子 ども

川崎 子 ど も

川崎 子 ど も

川崎 子 ど も

・ 夢・ 共和国）

・ 夢・ 共和国）

・ 夢・ 共和国）

・ 夢・ 共和 国）

・ 夢・ 共和 国）

・ 夢・ 共和国）

報告 者 ：ア メ リカ の 子 ど もた ち か ら

ゼイ ン （17 才 、 C E ニ ュ ー ヨー ク支 局 エ デ ィ タ ー）

ラ・ タ ー シ ヤ （17 才 、 C E ニ ュー ヨ ー ク 支 局 エ デ

ィ タ ー ）

テレン ス （16才 、C E ニ ュー ヨー ク支 局 エ デ ィター）

マシ ュ ー （16才 、C E ニ ュー ヨー ク支 局 エ デ ィ ター）

自 己 紹 介 を 兼 ね た ア イス ブ レ ーキ ン グ の 後 に 、

町田 「 ば あ ん」 の ビ デ オ上 映 か ら分 科 会 は始 ま り

ま した 。 町 田 「ば あ ん」 は 一 九 九 九年 五 月三 日に

オー プ ン した 子 ど も セ ン タ ー で す 。 子 ど も達 は

「 ば あ ん 」 で ス ポ ー ツ を した り料 理 を し た り自 由

に時 間 を 過 ご す こ とが 出 来 ま す 。「 ば あ ん 」 に お

いてお となは「相 当危険で なけれ ば傍 でそ っ とみ

てい て くれ る」 存 在 で す 。 これ まで に 目だ っ た 争

いや事 故は起 こってい ませ ん。その理 由は小学 生

から高校 生 ま で の子 ど も連 が 「モ ラ ル 」 の よ うな

8 －－－一子どもの権利条約フォーラム’9 9 報告書
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もの を持 っ て い るか ら だ と山 口 君 は考 え ます 。

その 「モ ラ ル 」 は ど うや っ て で きた の で し ょ う

か。「ば あん」 に は、小 四～ 高校 三年生 まで で構

成され て い る 子 ど も委 員 会 が あ り ます 。 そ の 機 能

と して は① 現 在 セ ン タ ー で 起 こ っ て い る問 題 を 話

し合 う。 ② 自分 た ちで や りた い こ とを セ ン ター に

告げ て 実 現 可 能 か ど う か を 話 し合 う、 と い う こ と

があ げ られ ます 。 実 は こ の 話 し合 い は オー プ ン前

から行 わ れ て お り、 施 設 の ハ ー ド面 の 話 し合 い と

と も に、 ル ー ル に つ い て も子 ど も達 で 話 し合 わ れ

てい く中 で 生 まれ て き た よ う で す 。「ば あ ん 」 で

よ く言 わ れ る 言 葉 、「 ケ ガ と弁 当 自分 持 ち」 が 表

すの は、 モ ラ ル が 前 提 と して あ り、 あ とは 自分 の

責任 で 遊 ん で くれ と い う も の 。「ル ー ル を作 っ て

し ま う と学 校 と同 じ に な っ ち ゃ う、 そ れ って 意 味

ある の ？」 とい う こ とか ら、 最 後 に は ル ー ルで は

なくて 注 意 事 項 の よ う な感 じで 、 こ ん な こ と を し●

たらケ ガ を した り 自分 の 身 に 危 害 が お よぶ か ら気

をつ け よ う、 とい うい わ ば Fセ ン ター の取 り扱 い

説明 書 』 が 出 来 あが り ま した 。

ま た 「モ ラル 」 が で き る に は 、 子 ど も委 員 会 に

関わ る お と な の 存 在 の 大 切 さ も重 要 な 要 素 で し

た。 子 ど もセ ン ター を つ くる か ら に は子 ど もの 声

が重 要 だ 、 とい うお と なの 理 解 と子 ど も委 員 とお

とな の真 剣 な話 し合 い の 上 に で きあ が っ た パ ー ト

ナー シ ップ が あ っ た か ら、 今 の 「モ ラ ル」 が で き

あが っ た とい う こ とで す 。

二番 目の川崎子 ども夢 共和 国 （以下、夢共 ）は

O H C を使 っての説 明 です。 夢 共 はほ とん どが 川

崎市 の小 中学 生で構 成 されて い ます。全体 で 183
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名 。 高 校 生 、 大 学 生 、社 会 人 は サ ポ ー タ ー と して

参 加 し、 話 し合 いの 焦 点 が ず れ て し ま っ た り した

と きに 意 見 を い って くれ る頼 も しい 存 在 です 。 夢

共 の 目標 は 「あ ら ゆ る子 ど も達 が 元 気 で 生 き生 き

活 動 で き る ま ち づ く り」 で す が 、 こ こ で い う F ま

ち 』 とは学 枚 、社 会 、 行 政 と にか く 自分 にか か わ

る い ろ ん な こ とを 指 して い ます 。 共 和 国 委 員 は 川

崎 が どう した ら住 み よ くな るか につ い て の 意 見 を

会 議 で話 し合 い ます 。 1ト学 生 か ら中学 生 まで の い

ろん な年 齢 の子 ど も通 が い るの で意 見 は本 当 に

様 々です。委 員長の飯塚君 は、夢共 について 「川

崎市のい ろんな子 ども達が 来てい るので違 った考

え を知 っ た り、 大 事 な意 見 交 流 が 出 来 る場 。」 と

語 って くれ ま した 。

月に一回会議 を行い、その結果 を川崎市 の七つ の

行政 区で 実 行 し ます 。これ を地 区 別行 動 と言 い ます

が 、 例 え ば 幸 区 の ゴ ミの ポ イ捨 て キ ャ ンペ ー ン、

高 津 区 で の 車 椅 子 体 験 な どが あ りま した 。 ま た 、

会議のほか に も、98 年 夏 には八 ヶ岳 自然環境 学習

会（二 泊 三 日）を行 っ た り宿 泊 研 修 も して い ます 。

最後に飯塚 君の掛 け声 の もと 「海の幸～ ♪山の

幸～ ♪」 では じまる実 演。夢共が これ まで実 際に

どん なふ う に して 交 流 を 深 め て きた の か 、 宿 泊研

修会 な どで「 食 べ 物 を 食べ る と き に み ん な で 行 う」

こ と を 教 え て く れ ま し た 。

午 後 は ア メ リ カ か ら 参 加 した チ ル ドレ ン ズ・エ

ク ス プ レス （以 下 、 C E ） が 発 表 し ま した 。 19 7 5

年に 設 立 さ れ た C E は子 ど も に よ る 国 際 的 な メ デ

ィア の N P O で す 。 C E で は 八 才 か ら十 三 才 まで の

子ど もが レポ 一 夕 ー と して記 事 の 取 材 を し、 一 八

才まで の子 ど もが エ デ ィ タ ー と して 編 集 を 行 い ま

す。 どん な取 材 を した い か と い う ア イ デ ィア を だ

すこ とか ら 、 イ ン タ ビ ュ ー す る 相 手 に ア ポ イ ン ト

をと り、 記 事 が 出 来 あ が る ま で の全 て の 工 程 を子

ども達 だ け で 行 い ます 。 お と な の ス タ ッフ は組 織

運営 の 資 金 を 集 め た り と、 環 境 整 備 に 徹 して お り

子ども 達 の 考 え る お とな ス タ ッフ の 条 件 は 「了・ど

もの 自立 を助 け 、 見 守 る こ とが で きる 」 人 な の だ

そうで す 。 ま た 、 C E で は お とな を 雇 う際 に も・■r

どもの 意 見 が 尊 重 され ます 。

ニ ュー ス チ ー ム の －・人 、ラ ター シ ヤは 近 親 相姦 や
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性差 別 な どの 問 題 を記 事 に して き ま した が、活 動 を

通して イ ン タ ビ ュー の 仕 方 な どの他 に も「現 実 の 世

界」を 学 ん だ と言 い ます 。また マ シ ュ ーが 、「C E で

学ん だ こ と は学 校 で も役 に 立 って い る し、 な に よ

り自分 た ちで も世 界 を変 え る 事 が 出 来 る ん だ 、 と

感じさせ て くれ る。」 と言 っ た の が 印 象 的 で した 。

現 在 ア メ リ カ に 3 つ 、 イ ギ リス に 4 つ の 支 局 を

もつ C E は二 0 0 一年一 月の東 京支 局開設 を 目指

して い ま す が 、 日本 の 子 ど も達 の 声 が 世 界へ 届 く

日 も そ う 遠 く な い か も し れ ま せ ん 。

三 者 に共 通 して 感 じ られ た こ との 一 点 目は 、 子

ど も とそ れ を と り ま く人 達 と の 関係 性 で す 。 子 ど

もに 対 す る お と なや 若 者 と い っ た 人 達 の 理 解 、 サ

ポー トが あ っ て こそ 、 子 ど も達 が 自由 に 自分 を 表

現す る こ とが で きる の だ 、 と感 じ ま した。

二 点 目 は い わ ゆ る 「普 通 の 」 子 ど も達 が もつ パ

ワー で した 。 ヒー ロー 、 ヒ ロ イ ン で は な い け れ ど

かけ が え の な い ひ と りひ と りの 子 ど もた ち が 、 身

近な行 政 、まちづ く りや ジ ャ ー ナ リズ ム を通 して 、

他人の考え を受信 し、 自分 の考 えを外 の世界へ発

信す る こ との 意 味 は大 きい と思 い ます 。現 在 で は 、

地球上 に積み重 なる問題 を解 決す るの に、お とな

の視 点 だ け で は も う 対 応 し きれ な くな っ て い ま

す。 その 解 決 の 糸 口 こそ、 あ らゆ る子 ども ひ と りひ

とりの声 の 小 に あ り、 そ れ を反 映 で きる よ うな活 動

が社 会 に求 め られ て い る の で は ない で し ょ うか 。

身 近 な と こ ろか ら少 しづ つ で は あ る け れ ど も変

わっ て い け ば 、 世 界 だ っ て 変 え る 事 が で きる ん じ

やな い か 、 他 の 誰 か で は な くて 自分 に もで きる ん

じゃ ない か 、 そ ん な こ と を感 じ させ て くれ る楽 し

い分科 会で した

（記録 ：安部芳絵）
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第2 分科会

「 活動するアジアの子どもたち」

一子 ども参画による児童労働、

性虐待への取 り組みと村づくり－

＜ 企画 運営団体 ：国際子ども権利 センター、

日本フ ォスタープラン協会

フ リー・ザ・チル ドレン・ジ ャパ ン ＞

報告 者 P ia C o rv e ra （ピア ・ コ ル ベ ラ） さ ん

フ ィ リ ピ ン ・ プ ラ ダ 基 金

報告者 川人 理恵 さん

ナ マ ス カ ー ラ

報告者 増戸 秀治 さん

ナ マ ス カ ー ラ

報告者 黒河 内政行 さん

ナ マ ス カ ー ラ

報告者 甲斐 秀穂 さん

日本 フ ォス ター ・ プ ラ ン協 会

司会 甲斐 田方智子 さん

国 際 子 ど も権 利 セ ン タ ー

第二分科 会で は、午前 中に性 虐待 と児 童労働へ

の取 り組 み に つ い て 、 午 後 に村 づ く りへ の 子 ど も

参加 の 報 告 と グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン・ ま とめ

が行 わ れ ま した 。

【 性虐待への取 り組み】

野 村 さん に よ る フ リー ・ ザ ・ チ ル ドレ ンの 紹 介

とビ デ オ 上 映 の 後 、 フ ィ リ ピ ンの プ レダ基 金 か ら

来日 した ピ ア とい う女 の 子 と、 法 律 顧 問 の グ ラ デ

イスの 報 告 が あ り ま した。

ピアは一五歳 で、両親 を知 らず、愛 のない祖母

の家 で育 ち ま した 。 九 歳 か ら十 二 歳 ま で、 子 ど も

買春の犠牲 に な りましたが、外 国人観光客 に監禁

され て虐 待 され て い る と き に プ レ ダ基 金 に救 出 さ

れま した。施設で の生 活 に多 少の不便 を感 じつつ

も、 彼 女 は ス タ ッフ の 愛 情 の 中 で セ ラ ピ ー を 受 け

なが ら過 ご す う ち に心 を 開 い て い き、 自分 を 虐 待

した 外 国 人 を 告 発 し、 そ の 加 害 者 は 刑 を受 け ま し

た。
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今で は「すべての 子 どもが連帯 し、搾取 が な く

なる こ とを 望 ん で い る こ と」、「そ の た め に 自分 の

辛い 体 験 と知 識 を多 くの 子 ど もた ち に伝 え よ う と

し て い る こ と」 を 語 り ま した 。 F 虐 待 に あ っ た 子

ど もた ち は、 事 実 を 隠 さず 一 緒 に 闘 って い る 、 と

いう こ と を 分 か っ て ほ し い 。』 と い う言 葉 は 、 ピ

アが 日本 の子 ど もに 最 も伝 え た い こ と で した 。

次 に グ ラ デ イ ス は 、 ツ ア ー や イ ン タ ー ネ ッ ト上

の有害 な映像 の例 を挙 げなが ら、虐待の現実 や 日

本人の関係性 を報 告。 F子 どもは待 つ こ とが で き

ませ ん 。 手 遅 れ に な らな い う ち に行 動 して くだ さ

い。』 と訴 え ま し た。 彼 女 た ち プ レ ダ基 金 の ス タ

ッ フが 子 ど もの エ ンパ ワ メ ン トを絶 え ず 頭 に置 い

て活 動 して い る よ うす が う か が え ま した。

【 児童労働への取り組み］

子 ど も主 役 の 理 念 を持 つ イ ン ドの N G O と協 力

して、児童労働 の解決 に向けて活動 す る国際子 ど

も権 利 セ ン ター 。 まず 、 イ ン ドで の 子 ど もが どの

よ う に 児 童 労 働 を解 決 し よ う と して い る か を報

告。 イ ン ドの N G O が 子 ど も た ち をエ ンパ ワー し、

働く子 ど もた ち が 子 ど も村 議 会 を組 織 して 、村 議

会へ積極的 にはた らきかけた り、 国際会議 で発 言

した り して 、 社 会 を変 え よ う と して い る梯 子 が 紹

介され ま した。

国 際 子 ど も権 利 セ ン タ ー 内 に 結 成 され た 、 子 ど

も中 心 の グ ル ー プ 、「ナ マ ス カ ー ラ （イ ン ドの 言

葉で こ ん に ち わ ）」 の 子 ど も た ち （い ず れ も高 校

生） が 、 イ ン ドの 子 ど も との 交 流 を通 じて 感 じて

いる こ と を 話 し ま し た 。



第2 分科会

「 活動するアジアの子どもたち」

グ ル ー プ ・ デ イ ス カ ッ シ ョ ン

黒 河 内 君 は、 子 ど もの エ ンパ ワ メ ン トの た め に

は大 人 もエ ンパ ワ メ ン トを しな け れ ば い け な い こ

と、 ま た F世 界 を変 え る』 とい う信 念 を 持 っ て活

動す る こ との 意 義 を主 張 。 川 人 さん は 、 イ ン ドの

子ど もとの キ ャ ン プ を学 校 で発 表 した時 の こ とを

中心 に、 学 校 とい う公 の場 で 「伝 え る」 こ と の恐

怖感 、 そ れ を勇 気 を 出 して 克 服 した こ と、 そ して

それ が 自信 に つ な が っ た過 程 を 明 る く語 って くれ

ま した 。 増 戸 君 は 、 こ れ か ら イ ン ドと 日本 の 子 ど

もが ど う協 力 して 、 置 か れ て い る状 況 を 改 善 して

いくか を表 した F千 刈宣 言』 の解説 を行 った 他、

イ ン ドの 子 ど もが 、 F児 童 労 働 で イ ン ドの 子 ど も

たち は 辛 い 状 況 に あ るが 、 グ ル ー プ をつ く り、 お

互い に 話 し合 う こ とで 、 自 分 た ち の 置 か れ て い る

状況 が 分 か っ た り、 勇 気 づ け る こ とが で きた りす

る。』 と言 っ た こ とが 印 象 に 残 っ た と話 して くれ

ま し た 。

【 村 づ く りへ の子 ど も参 力即

日本 フ ォス タ ー ・ プ ラ ン協 会 は 、 開発 途 上 国 の

子どもを支援 し、 児童買春 や児童労働 の原因 にな

る環 境 を つ く り 出 さ な い よ う に 活 動 し て い る

N G O 。今 回 は、 子 ど も参 画 の実 践 報告 と して 、

子どもが純粋 に自分 た ちを表現 する 居住 環境 を

テー マ に した 企 画 を 行 っ た こ とや 、 子 ど もの 声 を

直接 プ ロ ジェ ク トに 反 映 した学 校 建 設 の 例 な ど を

解介 し、 そ れ らの 活 動 の q‾Jで 、子 ど も に社 会 の ・

員と して の 意 識 が 芽 生 え 始 め 、 さ ら に子 ど もが 実

際に変 わってい く姿 を見て、大 人が説得 されて い

グ ル ー プ ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

く様 子 が 伝 え られ ま した 。 こ うい った い い碍 環 が

生まれ る よ う に、 子 ど も参 画 の 手 法 を学 ぶ トレー

ニン グ を行 った り、 子 ど もの 声 を代 弁 して大 人 に

伝え る役 割 を担 って い る こ と も報 告 さ れ ま した 。

また、子 ど もの持 つ可能性 に期待す る一 方で、

子どもが計 画・ 実行 にかか わる ときにそれが失敗

した り、 時 間 が か か っ た りす る リス ク に触 れ 、 日

本フ ォス ター ・ プ ラ ン協 会 の 甲斐 さん は F寄 付 者

の方が どう受け＿1L め るかを念頭 に置い て活動 して

いるが 、 報 告 書 上 は マ イナ ス の よ うに 見 え る こ と

もあ る。 子 ど も参 画 に つ い て は、 広 い 心 で サ ポ ー

ト して ほ し い 』 と 話 し ま し た 。

最後 に上 記三テーマ のグルー プに分か れて、参

加者の方 々 との活発 な意見 交換が行 われ た後 、全

員が 一 つ の輪 に な っ て、 印 象 に残 っ た こ と ヤ シ ェ

アした い こ と を発 表 し ま した 。 そ し て 、 r今 日は

盛り沢 山のテーマで したが、子 どもが問題解決 す

ると い う 「子 ど も参 画」 の 柱 につ い て は一 貫 して

話し合 っ て これ た の で は な い か と思 い ます 。 これ

から も、 子 ど も参 画 とい う理 念 は そ れ ぞ れ の 団 体

で実 現 して い くつ も りで す し、 で きれ ば お 互 い 協

力し合 っ て や って い きた い と思 い ます の で 、 皆 さ

んも ご協 力 を お 願 い し ます 。』 と い う、 司 会 の 国

際子 ど も権 利 セ ン タ ー の 甲 斐 田 さん の 言 葉 で 、 分

科会 は終 ‾r し ま した 。

（記録 ：甲斐 田方智子、古官 位世子）
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第3 分科会

「 子どもの人権をはばむもの」

一善意 という名のおとなの権利侵害 一

＜ 企画運営団体 ：子 ども劇場全国センター＞

講師 速水 由紀 子 さん

フ リ ー ジ ャ ー ナ リ ス ト

報告者 進藤 敬 子 さん

子 ど も劇 場 お や こ劇場 埼 玉 セ ン ター

報告者 永瀬 裕 子 さん

報告者 島 田 干 花 さん

司会 福 田 房枝 さん

子 ど も劇場全 国セ ンター事 務局長

子 ど もた ちや 若者 た ち の 多 くが 、 親 や 家 族 、 先

生な ど身 の まわ りの 大 人 た ち が 発 す る ‘‘コ ン トロ

ール” の 視 線 に サ ラ さ れ て い る 。「 い い 子 」 で あ

るこ とを 求 め ら れ 、 常 に 評 価 に さ ら さ れ る 中 で 、

“自己 肯 定 感 ” が 持 て ず に 苦 しん で い る 子 ど もた

ち‥・第 3 分 科 会 で は、 そ ん な 子 ど も とお と な の 有

り様 に ス ポ ッ トを 当 て た 。

テ ー マ は F子 ど もの 人 権 を は ば む もの ～ 善 意 と

いう名 の お と な の 権 利 侵 害 』。 フ リー ジ ャー ナ リ

ス トの 速 水 由 紀 子 さ ん を 講 師 に お迎 え し、 最 初 の

1 時 間は問題提起 をお願 い した。

例 えば、「お 受験 母」 た ちが 「子 どもの た め」

に用 意 した プ ロ グ ラ ム づ け の 生 活 が 、 子 ど もか ら

「主 体 的 な体 験 」 や 「他 者 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン」 の機会 を奪 ってい るケース。母親 が 自分 の不

全感 を 埋 め る た め に 子 ど も を 従 属 物 に し て し ま

い 、 子 ど も た ち は 、 親 や 大 人 か ら 「 自分 自 身 で

0 ．K 」 とい う メ ッセ ー ジ を も ら えず 、 自 身 の 感 性

を発揮 す る機会 も少 ない ため に、 “自己肯 定 感’’

が持 て ない。 その なかで、 自傷行為 や拒食、 過食

を 繰 り返 した り、 他 人 と関 係 を結 ぶ こ とが で きず

に 苦 しむ。 しか し、 自分 が な ぜ 苦 しい の か 、何 に

苦 し んで い る の か が わ か ら ない 。 大 人 の 日に 見 え

る虐 待 な らわ か りや す い が 、 そ の 原 因 甲 多 くは 、

大 人 た ち か らの 「や さ しい虐 待 」 だ か らで あ る。

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ンで は、 －－－・人 の 母 親 と、
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フリ ー ト ー ク

高校生、大学生が、自分 自身 の親子 関係 につ いて、

率直 な と ころ を語 りあ っ た 。

「い い 子 」 と して 過 ご して きた 自分 を ふ りか え

り、 これ か ら は 「 自分 」 で 行 くん だ と涙 な が らに

語った大学生。 親・ 先生以外 の魅力 的なお とな と

の出会いか ら、t親か らの価値 観の押 し付 け をはね

のけ る こ とが で きた と語 る 高校 生 。 会 場 の 学 生 か

らは、「以前の 自分 は酒鬼 薔薇事 件 の少年 の よ う

だっ た か も しれ な い 」 との 発 言 も あ っ た 。 親 の有

り様 の 何 が 自 分 を苦 しめ た の か 、 そ の 昔 しさか ら

抜け 出 そ う と どの よ う に 手探 り して い る か を、 そ

れぞ れ に語 っ て くれ た 。

フ リ ー トー ク タ イ ム で は 、 主 に 、 お と な の 側 が

意識す るべ きこ とに焦点 を当て、地域 での課題や、

ジ ェ ンダ ー の テ ー マ な どが 語 られ た 。 家 族 の あ い

だの関係 や、親 と子 どもの関係 で、 “お互い に認

め合 え る 関 係 ’’ とは何 か 、 そ の た め に必 要 な ‘‘コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン” と は何 か を 考 え させ られ る時

間 とな っ た 。 認 め合 え る 関係 が 築 か れ て い る と き

には、お互いの “人権”が、 守 られて いる、尊重

さ れ て い る と感 じる こ とが で き る だ ろ う。

全 体 を通 して 、 子 ど も た ち の 自分 を見 つ め る 目

の素直 さに助け られた分科 会 だった。

（記録 ：平野幸恵）



「 子 どもがかける電話」

ーチ ャイ ル ドラ イ ン ーをつ くろ う ー

＜ 企画運営団体 ：せたがやチャイル ドライン＞

コメンテーター 牟 田 悌 三 さん

せ た が や チ ャ イ ル ドラ イ ン代 表

コメンテー ター 斉藤 次 郎 さん

教育評論家

コメンテー ター 澤畑 勉 さん

司会

せた が や チ ャ イ ル ドラ イ ン運 営 委 員

星野 弥生 さん

せた が や チ ャイ ル ドラ イ ン事 務 局 長

こ の 分 科 会 で は 、 民 や 官 の さ ま ざ まな 場 か ら、

「チ ャ イ ル ドラ イ ン」 に 関 心 を も ち 、 実 施 して み

た い と思 っ て い る 人 、 電 話 を通 じて 聞 こ え て くる

子 ど も た ち の 声 に 耳 を 傾 け よ う と い う 人 が 集 ま

り、交 流 や 意 見 交 換 の 時 を持 ち ま した 。

ゲ ス ト・ ス ピ ー カ ー と し て ジ ロ ち ゃ ん こ と 、 斎

藤次郎 さん （教育 評論家） に場 を共有 してい ただ

き ま し た 。「 ホ ン ト は こ う い う 電 話 と か 児 童 館 と

かが必 要 ない って い うのが いいん だけ どね」「で

も、 実 際 に は こ ど もた ち が 追 い詰 め られ 、 行 き場

が 次 々 と奪 わ れ て い くだ け で 、」 と、 何 が 何 で も

「子 どもを応援」 す る立場 にたつ次 郎 さん は、話

し合 い に 加 わ る こ と を快 く引 き受 け て ■F さ い ま し

た。

そ れ と、「世 田 谷 チ ャ イ ル ドラ イ ン」 の 代 表 で

もあ る ム タお じ さん こ と牟 肘 悌 三 さ ん も参 加 して

く だ さ い ま し た 。

民 だ か らで き る こ と・ 民 ゆ え の むず か し さ・ 官

の役 割 ・ 民 と官 との 関 係 な ど、「チ ャ イ ル ドラ イ

ン」 を担 っ て きた 人 な らで は の コ メ ン トや 、 す ぐ

にで も 自分 の 地 域 で 「チ ャ イ ル ドラ イ ン」 に 取 り

組みたい 人 との熱い議論 が続 きま した。参加 者全

員、 有 意 義 な会 に な りま した。

第4 分科会

みん な輪 に なっ て

熱い議 論 が続 く

如 抑 卵相思藷

一み ウルけ す′去っくろう〝・

チャイル ドラ イ ン代 表 の牟 田 さん （左 ）
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第5 分科会

「 学校での子 ども参カロ」

一子 どもの意見は尊重されているだろうか ？－

＜ 企画運営団体 ：子どもの人権・埼玉ネ ッ ト＞

報告者 宮良 香子さん 所沢高校卒業生

報告者 大富 悦子さん

子 どもの人権・ 埼玉 ネ ッ ト

報告者・ 司会 高木 玲子 さん

子 ど もの人権・ 埼玉 ネ ッ ト

コメンテー ター 喜多 明人 さん

早稲田大学教授

司会 斎藤紀代美さん

子 どもの 人権・ 埼玉 ネ ッ ト

午前の部

（1）学校事故報告書に子どもの意見併記を求め

た運動か ら

＜ これ まで の経 過 と こ れ か ら ＞

これ まで埼 玉県で は、 学校 におけ る’体罰 事故報

告書の様式 に被害者側 か らの報 告を書 き入 れ る欄

は設 け られ て お らず 、 人 権 ネ ッ トに 持 ち こ まれ た

相談 の 中 に は 、 子 ど もた ち の 言 葉 が 聞 き入 れ られ

ない と い う ケ ー ス が 少 な くな か った 。

19 96 年 12 月、 6 万 7 千 名余 りの署名 と共 に埼 玉

県議会 に宛 てて 「子 どもの権利 条約の普及啓 発の

推進」 を求 める請願書 を出 した。 県議会で は 「子

どもの権利条約 を全 力 で普 及、啓発 に努め 、条約

の主 旨を生 かす施策 を積極 的 に推進 す る」 ことを

全会一致で決議 した。

19 9 7 年 8 月に は20 3 名の 請願署 名 を集 め、体 罰

事故 報告書 を被 害者側の言 い分 を併記 す る併記 方

式に 改 め る こ と な ど を 盛 り込 み 、 6 3 8 4 名 の 要 望

署名 と共に 「体 罰事 故再発 防止 と被害 者の救 済を

求め る請 願書 」 と して県教 育 委員 会 に提 出 した。

請願 書は教育局 に留 まった まま、県教 育委員 会が

請願法 に基づ いて出すべ き解答 は今 だに帰 って き

てい な い 。

しか し98 年 1 月、県 教育 委 員会 は県 立 の学校

長・ 各巾町村の教 育委員会宛 に体罰事故 報告書 に
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報告 者 とコ メ ンテ ー ター の皆 さん

関す る改 善の通知 を出 した。又 全教職 員に 「信頼

関係 の 確 立 を め ざ して 」 と い う小 冊 子 を 配 布 、 こ

の中 には改 善 され た体 罰事故報告 書の様式 が載せ

られ て い る。

改善点

① 被害者 、 目撃者 か らの事実確 認結 果 を併記

す る （併 記方式）。

（参当事者 及 び保 護 者 に事 故報告 書の 内容 を示

して確 認 す る こ と （事 前 開 示 ）。

（彰当事者 及 び保 護者 か ら意見が提 出 され た場

合 は、当該 意見書 を添付 す るこ と （被害 者

側の意 見書 添付）。

④傷 害の有 無 にかか わ らず報告 す るこ と （傷

害 に至 らない体 罰 を含 む全ての体罰 事故 の

報告義務 ）の明示。

⑤ 「病院選 択 にかか る留 意点」 と して 「保護

者の意 向 を確認 す る。 緊急 の場合 も、可能

な限 り確 認 す る」 と明記 。

実際 には事故報告 書の様式 が変わ った ことを知

らな い方 々 が 大 勢 い る 。 人権 ネ ッ トで は、 た くさ

んの 方 に お 知 らせ す る た め に 手作 りの リー フ レ ッ

トを配布 し続 けている。事故後 の続報 の義務 づ け

など、 改 善 す べ き点 は まだ ま だ あ る と思 わ れ 、 引

き続 き モ ニ タ リ ン グ し て い き た い 。



「 学校での子ども参加」

＜ 実際の事故報告書から＞

19 9 8 年 度 と 19 9 9 年 9 月 まで に埼 玉 県教 育委 員

会 に報告 された体 罰 事故 の件 数 は 、小 中学 校 で

14 件被 害者 20 名 。県立 高校 で 20 件被 害者 32 名。

高校 では この うち半数 以上 11 件 が、 部活動 にか

ら む も の と な っ て い る 。

保護者 の意見の 中には 「た たいて結構 、先生 に

感謝」「学校 にお任せ」「悪 い時に はた たいて くれ」

と体 罰 に賛 成 す る よ うな もの が 少 な くな い 。 そ の

子 ど もの 言 い 分 を 見 る と、「 自 分 が 悪 い 、 反 省 し

て い る」「何 と も思 っ て い な い」 な ど親 に そ っ た

も の と な っ て い る 。

保護者が体罰 はい けない とい う認識 だ と思わ れ

る意 見 の 場 合 、 子 ど も は 「び っ く り し た」「つ ら

か っ た」「 とて も恐 ろ しか っ た」 と表 現 して い る 。

又教師、被害 を受 けた子 ども、見て いた子 ど も

が、それぞれ一つ の事柄 を違 った 目で見 てい るこ

とが 、 併 記 方 式 に な っ て とて も よ く判 る。 併 記 方

式 に な っ て 、 始 め て被 害 を受 け た 子 ど もか ら見 た

光景 が表 に出て きてい る。被害 者側 の意見が 入れ

られ、部活 顧問が変 わ ったケース も報告 されてい

る。 又 、 見 て い た 子 ど もた ち の 証 言 が 生 々 し くそ

の様子 を伝 えて い る場 合 もあ る。「先 生 に蹴 られ

る皮 に、体 の反対側 が台 にぶつ かって痛そ うだ っ

た 。 後 で き っ と ア ザ に な る だ ろ う な と思 っ た 」

「お な か を押 さ え て うず くま っ て い た 」「び っ く り

して 東 の 中 が 真 っ 白 に な っ た 」。 子 ど もの 声 を 聞

く こ とに よ っ て 、 体 罰 が 、 そ れ を 見 て い る子 ど も

た ち に 与 え る精 神 的 影 響 も決 して小 さ く ない こ と

も よ く見 え て く る 。

こ の 子 ど もの 声 を 体 罰 防止 、 事 故 後 の子 ど もに

対す る ケ ア に生 か して い く方 法 を、 今 後 も探 り実

現に向 け て い きた い と思 う。

（2 ）所沢高 校問題 と生 徒参カロ

報告 者 宮良杏 ‾r・さん（所 沢高校卒業生）

199 9 年 3 月に所沢 高校 を卒業 した。 自分の 中で

は過 去 の こ と とな っ て い る 所 沢 高校 で の 出来 事 を

語る こ と に は と ま ど い もあ るが 、 学 級 崩壊 、 学 校

崩壊 な ど、 学 校 の 中 が とて も荒 れ て い る と い う報

第5 分科会

通が され る中で、今学校が とて も好 きだ し学校生

括を とて も楽 しい と感 じて い る子 ど も達 が い る と

いう こ と を伝 え た か っ た。 自分 自 身特 に 「意 見 表

明権 」「参 加権」 につ い て理 解 して い るわけで は

ないが 、それ で も学 校で はいつ も、何 かやれ そ う

な気 が す る と い う ドキ ドキす る よ う な 思 い で 過 ご

し て き た 。

所沢 高校 生徒 会の歴史 を振 り返 ると、活動の基

本と な っ て い る の が 生 徒 と教 師 の 話 し合 い で あ る

と思 う。校 則、全 ての行事、 その他学校 での生活

につ い て あ ら ゆ る こ と に生 徒 が 関 わ り、教 師 との

話し合 い が 当 た り前 の こ と と して も た れ て き た 。

生徒会で決 めた こ とを職員会講 に持 ってい き、そ

れがその まま通 らない場合二者協議 会 （生徒 、教

職員 各 10 名 で構 成） が 開か れ る。 そ こでの討 論

を経 て 、 最 終 的 に物 事 を 決 定 して い くと い う シス

テム に な っ て い る。 こ れ は 一一方 的 に何 か が 決 め ら

れそ れ に従 う とい う こ と と は違 い 、 自 由 が あ る と

思うが 、 逆 に生 徒 た ち の意 見 で もの ご とが 動 く と

いう こ と は責 任 を 伴 う とて も厳 しい や り方 で もあ

ると 思 う 。

今回私た ちに とっての所沢 高校 問題 は、卒業式、

入学 式 の や り方 を ど うす る か とい う こ とで は な か

った。 今 ま で生 徒 と教 師 との 話 し合 い で 進 め ら れ

てきた あ ら ゆ る もの ご とが 、 最 終 的 に学 校 長 が 決

める とい うや り方 に 変 わ っ て し ま う こ とへ の不 安

であ り、 異 議 申 し立 て だ っ た 。

大学 の講義で 「権 利行使 の仕方 をまず学 び、そ

の中で 義 務 が 生 じて くる こ と を 知 れ ば い い」 と い

う話 を問 い た と き、 所 沢 高校 で 自分 た ち の や っ て

きた こ とが 思 い 起 こ され た 。 自 分 た ち が 動 け ば な

んとか な っ て い くん だ と 思 え る よ う な 学 校 生 括

が、 と て も楽 しい もの だ っ た。

在 校 生 に対 して 今 思 う こ と は、 や りた い と思 っ

たこ と を とに か くや っ て み れ ば い い 、 そ れ が そ の

とき の 白分 に と っ て の 正 解 な ん だ ろ う と思 う か

ら。
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第5 分科会

「 学校での子ども参カロ」

参加者 の 皆 さん

午後の部

＜ 参加 者全 員で今 の思 いや意見 の交換 ＞

・ 13 才。 福 岡県 か ら参 加 。校 則 につ いて考 えて

いる 。 自 分 た ち で 変 え て い くに は ど う した ら い

いの ？

・ 13 才 「決 ま りを 決 め る係 」 に な っ た 。 お か し

な 「決 ま り」 が 多 す ぎる と思 う。

・ 群馬県 か ら参加、 中学時代男 は全員丸刈 りとい

う決 ま り。現在 は高 校生 だ が、 生徒 会 は何 で も

言わ れる まま。生徒会 、職 員会 は、馴 れ合 いで や

っ て い る よ うに 感 じて い る 。 高校 で校 則 が あ る こ

と は、 生 徒 か ら思 考 力 を奪 う と い う面 が あ る と思

う 。

・ 中学 3 年 、先生 と生徒 が ケ ンカを してい る現場

を見 た 。 翌 日 か ら 先 生 が 学 校 に 来 な くな っ た 。

事情 が 知 りた い と思 っ て学 校 に 問 い て も何 も答 え

が返 って こない。

・ 自分の子 ども時代、新設校 に入 った。そ こで は

何で も 当 た り前 の よ う に生 徒 や 保 護 者 と教 師 た

ちが意見交換 を しつつ決 めて行 った。中学 に行 っ

たら校長か ら開校 一番 に「あの学校 か ら来 た親 は

うる さい 」 と い う発 言 が 。

・ 中 1 の子 どもが、服 装 に関わ る規則 について不

満を持 っ て い る 。 学 校 に 意 見 を 言 っ て も ど う し

よう もな い と、 家 で グチ を 言 っ て い る 。 親 も 自分

の意 見 を 告 げ たが 「決 ま って い る こ と で す 」 と の

答え で 、 取 り上 げ る 気 配 は ま っ た くな い。 子 ど も

だけ で な く親 も一 緒 に 声 を あ げ な くて は何 も変 わ
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参加 者 の皆 さん

ら な い だ ろ う と思 い 、 地 域 で 「学 校 の こ と を考 え

よ う 」 と い う 会 合 を 開 い て い こ う と し て い る と こ

ろ。親 も内心 で は疑 問に思 っていて も、 中学校 3

年間 我 慢 して 過 ごせ ば 、 と 口 を 閉 ざす と い う こ と

はあ る よ う だ 。

・ 所沢 高校 の P T A に関 わっ て きた。 自分の 職業

は教 師 。 仲 間 に 自 分 の 学 校 で で き な い こ と を 所

高に い る子 ど もに 託 して い る の で は な い か と 言 わ

れた 。 そ れ は そ の 通 りだ とい う思 い もあ る。 教 員

の東 の 硬 さ は 、 現 場 に い て とて も よ く感 じる。 所

高と関 わ っ て きて 、 教 員 と して の 自 分 が 、 保 護 者

や子 ど もの 言 い分 を聞 く耳 を 持 つ こ との 大 切 さ を

知っ た し、 そ うす る こ と で保 護 者 との 関 係 は た し

かに よ く な る と 感 じ て い る 。

・ 親 も教 師 も もっ と手 を抜 い た らい い。 子 ど も だ

って 自 分 た ち の こ と は 何 と か し よ う と思 う し、

やっ て い く と 思 う 。

こ の他 、 子 ど も 自身 が 「 自分 の 思 い を 出 して み

よう 」 と い う 気 も ち に な る よ う な 体 験 を す る こ と

が大事。子 どもの声 を聞 く耳 を持 つ大人 の姿勢 が

先ず必要。 懸案の学校 評議月制 度につい てコメ ン

テー ターの喜多明人 さんか ら、 各学 校に決定権 が

移る と い う こ とは 、 決 定 まで に学 校 の 中 で 保 護 者

や教 師 、 地 域 の 人 た ち が議 論 を して い くシ ス テ ム

に出来 る可能性 がある、 な どの発 言があ った。

（記録 ：井上祐子）




